
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１１年７月２４日              NO,２６５ 

 

 平川古滝庵不動尊（ひらがわふ 

るたきあんふどうそん）には、延 

喜年間（９０２～９１８）に、村 

に干ばつがあり、村人たちが不動 

尊像を滝の下に建て、祈念したと 

ころ大雨になったという、言い伝 

えが残っています。 

 村人たちはこの雨に感謝し、黒 

檜（くろび）、赤松、杉などを植え 

奉納し、現在では、黒檜２株、赤 

松３株、杉１０本が残り、市指定 

天然記念物に指定されています。 

 平川古滝庵不動尊は、修験者の霊場でもあり、村内だけでな

く県外の人たちからも信仰されています。 

                 この不動尊の建立はさ

だかではありませんが、言

い伝えでは、坂上田村麻呂

が東征の時、参詣したと言

われています。 

                 平川古滝庵のお不動様

は、「雨乞い不動」の名で

親しまれています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
福
島
県
内
で
生
産
さ
れ
た
肉
牛
か
ら
、
放
射
性
物
質
の
セ
シ
ウ
ム
で
汚
染
さ
れ
た
肉
が

相
次
い
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
３
月
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
飛
散
し
た
、
放
射
性
物

質
を
浴
び
た
稲
わ
ら
、
牧
草
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
原
因
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

牛
肉
か
ら
検
出
さ
れ
た
セ
シ
ウ
ム
は
長
期
間
食
べ
続
け
な
け
れ
ば
人
体
に
影
響
は
な
い
程
度
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
食
品
と
畜
産
業
の
「
安
全
」
「
安
心
」
の
た
め
に
、
徹
底
し
た
対
策
が
不
可
欠
で
す
。 

 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
近
い
警
戒
区
域
か
ら
牛
は
出
荷
さ
れ
ず
、
計
画
的
避
難
区
域
な
ど
か
ら
出

荷
さ
れ
る
牛
は
放
射
線
量
を
計
測
し
て
い
ま
す
が
、
遠
く
離
れ
た
浅
川
町
な
ど
は
対
象
外
で
、
予
想
を
超

え
た
汚
染
の
広
が
り
が
明
ら
か
に
な
り
、
内
部
被
爆
も
含
め
徹
底
し
た
調
査
が
必
要
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

放
射
性
物
質
の
飛
散
す
る
範
囲
の
見
通
し
も
知
ら
せ
ず
、
粗
飼
料
の
手
配
や
稲
わ
ら

の
管
理
や
対
策
を
徹
底
し
な
か
っ
た
政
府
の
責
任
は
明
ら
か
で
あ
り
、
飼
料
の
確
保
、

東
電
に
全
面
的
に
賠
償
さ
せ
る
な
ど
、
政
府
は
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
す
。 

 沼田祭りを前に１６日～１８日にかけ、利南地区や池

田地区、川田地区では、それぞれの神社で夏祭りがおこ 

なわれました。 

今年は、例年にない

猛暑となりましたが、

どの御輿も暑さに負け

ず、威勢のいいかけ声

とともに、町内を練り

歩きました。 

 今年の「沼田まつり」は、例年通り８月３・４・５日

に開催されます。 

 市民からは、土・日の開催を求め 

る声が多いことから、「検討委員会」 

で今後２年間かけて検討されること 

になりました。 

 日本共産党群馬県委員会は１６日、「原発事故問題・エネルギー政策学習

講演会」を前橋市で開き、笠井亮衆院議員（党原発・エネルギー問題対策

委員会責任者）が講演し、県内各地からの参加者で会場がいっぱいになり

ました。 

 笠井衆院議員は、「日本共産党のチームプレーで、九州電力の『やらせメ

ール』問題を告発し、玄海原発の再稼働をストップさせることができた」

ことを語り、「原発ゼロの日本をめざそ 

う」と呼びかけました。 

 会場からの「桐生では、製糸産業が 

盛んだったので、水路が多くあり、小 

水力発電に活用できないか」といった 

自然エネルギーについての質問に、笠 

井衆院議員が答えました。 

 ７月１日から保健福祉センター３階の１部屋を、地域子育て支援のため

に提供され、子育てサークルや親子で使えるようになりました。 

 今はまだ指導員の配置もなく、設備も整備されていませんが、訪れた親

子が自由に使え、将来的には子どもたちや親が気軽に利用できる、施設を

めざす予定です。（利用時間は平日の８：３０～１６；００） 


